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△

2021年度ワークブック189ページ～
2022年度・2023年度ワークブック
164ページ～



ご注意

この課題は、

Eラーニング

「実践研究発表の方法」を

必ず受け終えてから取り組
んでください。



設題および提出日＜愛知県受講者のみ＞

事前課題（2021年ワークブックの方へ、こちらの方が正しい提出物です）

社会福祉士学会の「共通申込書※１」と「個人発表申

込書※２」と「発表要旨原稿下書」の3点を、
ファイル名に受講者番号・氏名、書類名明記の上

2月2日（金）17時までにGoogleドライブへ提出
（技術的に難しい場合は、事務局へ事前相談の上、郵送等で事務局「必着」）

グループ内で発表・意見交換するため、手元
に画面共有用のPDFを準備しておく。

※１ 社会福祉士学会『個人発表』・ 『自主企画シンポジウ
ム』発表共通申込書

※２『個人発表』分科会発表申込書



＜あくまでも愛知県の場合＞

集合研修（発表、意見交換）

･･･2月11日（日）のZOOM研修

「実践研究発表の方法」で、15分の
資料を、「5分程度」で説明する。
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地域開発・政策系科目の「社会福祉調査の方
法と実際」とは別レポートなのでご注意！！

修了レポート･･･

「発表要旨原稿完成版」

2月22日（木）17時までにGoogleドライ
ブへ提出（難しい場合は、事務局へ事前連絡の上、
郵送・メールで事務局必着）

※愛知県外で本テーマの演習を受講された方、テーマ
や分科会を変更される方は、「事前課題の申込書2点
（共通申込書・個人発表申込書）」も添付のこと
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修正箇所がなくても
改めて提出してください！

＜あくまでも愛知県の場合＞



作成の要件
 ワークブック「実践研究発表の方法（課題作成参考資料）」の「社会福祉

士学会共通申込書・個人発表申込書」、「個人発表分科会発表要旨原

稿」および「課題作成にあたっての注意点」の資料を参照し作成してく

ださい。

 申込書は書式通り、発表要旨原稿はA4サイズ２枚を提出してください。

【事例紹介など、情報を追加する場合、別紙資料として添付可（※）】

 発表要旨原稿の内容及び形式は、分科会個人発表のマニュアルに沿って体

裁が整っており「研究目的」 、「研究方法」、「倫理的配慮（※）」、

「結果」、「考察」、「結論」等、発表の枠組みを全て備えてください。

 なお、指定書式のワードデータはワークブックの資料を参照して頂くか、

案内された日時以降、ホームページからダウンロードしてください（ご自

身で作成頂いて結構です）。

 （※）本発表要旨は、学会出版物と言う位置づけですので、参加者に配布

する可能性も考慮し、個人情報の取り扱い（記載方法・内容）に十分ご注

意ください。なお、追加資料の事例を含め、実践研究・事例研究上の倫理的配慮

に関しては、ワークブック内の「公益社団法人日本社会福祉士会正会員及び正会員

に所属する社会福祉士が実践研究等において事例を取り扱う際のガイドライン」も

ご確認の上、課題に取り組んでください。
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＜注意＞

事前課題も修了
レポートも

「発表要旨原
稿（分科会発
表原稿）」を
作成・提出す
る

ので注意してく
ださい。

ワークブックの案内内容

＜事前課題＞
「社会福祉士学会『個人発表』・『自主企画シンポジウム』発表共通
申込書」、「『個人発表』分科会発表申込書」の2 つを作成してくだ
さい。また、演習で発表をするための準備として「『個人発表』分科
会発表要旨原稿」の下書きを作成してください。発表は5 分程度
です。

＜修了レポート＞
演習をふまえて「『個人発表』分科会発表要旨原稿」を修正し、模
擬的な分科会発表レジュメを完成させてください。指定された
フォーマットを用いて提出してください。

＜注意点＞

１．様式は、A4 判・縦⾧2 枚とします。

２．全国大会の社会福祉士学会（分科会）で15 分間の発表をする
ことを想定して作成してください。過去の全国大会のレジュメを参
考にする場合は、別紙の課題作成参考資料を参照してください。

３．テーマや氏名を記載する枠内及びレジュメ本文中の見出し・小
見出し等はゴチック体とし、本文自体は明朝体で記述してください。
文字の大きさは10pt で統一してください。なお、この課題では、パ
ワーポイントで作成したシートを貼り付けるようなものは認めてい
ません。発表内容の要点が分かるように文章化してください。

４．文字数は自由としますが、余白を上下左右 25 ミリとしてくださ
い。

５．提出期限、提出方法は、都道府県社会福祉士会の研修担当の
指示に従ってください。

↑ つまり、【３つ作成】

発表要旨原稿の作成上の注意事項



発表要旨原稿・研究発表の「一人
称」の取り扱い

 今回の修了レポート（実践研究発表要旨原稿）については、
「一人称（私）」でも結構です。

 過去は「学術論文・研究発表は、普遍的な内容を記述してい
るので、著者の主観や感想でものをいうべきではないため、
基本的には一人称（私）はよくない」として「筆者」を使う
ようにと指示をされることがありましたが、自分を他人扱い
するという形式にこだわり、間違った日本語になりやすい、
主体性・責任性が損なわれるなどの違和感を感じることもあ
りました。

 近年は、そもそも論でシンプルに考えられるようになってき
ました。研究発表は自らの意見・見解を世に問うものなので、
一人称を認める流れがあります。ただし、この見解がどの程
度受け入れられているかというと、分野によりけりです。投
稿先（団体、学会）の指示も受けてから対応してください。



連絡先は、自宅など秘匿情報を書かなくてよい

注目！！

事前課題のみ



事前課題のみ

注目！！



事前課題のみ



事前課題のみ



分科会発表原稿（発表要旨原稿）
見出しの一例

研究目的☆

研究方法☆◆

倫理的配慮（☆事例の場合）

結果☆

調査結果もしくは事例概要

調査の場合、対象と期間、調査方法の詳細※

量的研究・統計調査の場合データとグラフ

考察☆●

結論☆〇

今後の課題◎
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☆は、必要な項目
※を◆に書く場合、両方に分けて書く場合
があります。

〇と●、〇と◎を一つにまとめる場合があ
ります。

併せてワークブックもご覧ください。

事前課題（演習資料）・修了レポート



発表要旨の書式活用時の注意事項

今回事前課題と修了レポート（実践研究発表要旨原稿）
の評価のポイントは、それを見て他人でもわかるかどう
かです。

例年、ご自身の職場の事例や利用者アンケート、職員ア
ンケートなどを取り上げた方で、対象にした方の利用・
所属されているサービス・事業所などの種別（種類）、
その他背景が含まれていないため、わかりにくいものが
あります。氏名の（）内の事業所名だけでは、種別まで
はわかりませんので補足をお願いします。

各様式の書式設定などの注意事項（《》内・《 》その
もの等）はご自身で削除してください（例：☟）。



事前課題（演習資料）
・修了レポート



事前課題（演習資
料）・修了レポート

↑
事例等の場合、登場する事業所等の種別、活用する
制度名・法律名がわかるようにしてください。



事前課題（演習資料）
・修了レポート



事前課題（演習資料）
・修了レポートの例



事前課題（演習資料）
・修了レポートの例



事前課題（演習資料）
・修了レポートの例



事前課題（演習資料）
・修了レポート
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＜事前課題（演習資料）・修了レポートの参考：事例研究の場合の例＞
（あくまでも参考のため、書式は、本研修の課題と異なるので注意）
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事前課題（演習資料）
・修了レポートの参考
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事前課題
（演習資
料）
・修了レ
ポートの参
考
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事前課題（演習資料）
・修了レポートの参考



修了レポートの評価のポイント
 テーマはわかりやすいか、内容と整合性があるか

 研究目的・研究方法には、それぞれの項目に合った内
容が書かれているか？

研究目的に研究方法を書いたり、研究目的に調査結
果を書いてしまったりしていないか？

例：研究対象の事業所の概要などは、前提の説明で
あるので、段落を分けるとよい。

 そもそも、書式の項目例に沿って、氏名や受講者番号、
所属などが書かれているか

 文章・用語のわかりやすさと、的確さ、適切さはあるか
（例：「サ責」「特老」「有老」「重訪」「医ケア」「包括」「民生」
「児発管」「サ高住」「老健」「放デイ」など、自分や周辺だけ
がわかる略語、業界用語は不適切。）

 書いてある内容が矛盾していないか（次のページへ）
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 結論は、研究テーマ、目的、内容（調査結果、実践内容）と整合
性があるか。意見、結論を裏付ける客観的なエビデンスが示さ
れているか、それに必要な情報（下記※等）が提供されている
か（別紙＝PDFの見本、ワークブックの説明、Eラーニングも参
考にする）。

※事例の場合、対象者の属性・背景（性別、年齢、障害、状況、
地域特性、利用しているサービスの種別等）は、必要に応じ
て書かれているか。

※社会（福祉）調査（インタビュー、ヒアリング含む）については、
対象者の属性（上記の項目等）が必要に応じて明記されて
いるか。

統計処理する際は、回答者（母数）のうちの比率が書かれ
ているか？

 上記を総合して、聞く側が満足する結論（内容・まとめ）になっ
ているかどうか
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科学性を高める＝研究の価値を高める
内容の整合性とエビデンスが有る＝説得力がある



特別提示＜愛知県の会員として受講の方＞で、ソーシャルワークの実践
をしていない、実践事例がないという方へ

社会調査レポートのデータの活用という

救済策のご案内
（本来は「実践」評価・「実践」研究のレポートですが・・・、実践の評価、実践の向
上につながる趣旨であれば、地域開発・政策系科目の「社会福祉調査の方法と実際」の
レポートのデータの活用は可能です、ということにしたいと思います。）

項目例：

 研究目的

調査の目的

問題関心・問題の背景など

 研究・調査内容

調査のテーマ

調査の対象者

調査の方法

収集したデータの分析方法
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 倫理的配慮

 調査の結果

 考察

 結論

【ご注意】
今回のご案内（実践研究発表の
方法）と、「社会福祉調査の方
法と実際」は、
別科目の別のレポートです！！


